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az’ ○　○ ○　（o》　○　○ ○ ○ ○ ○　○
£S， ○　　　○　○ ○　（o）
S， ○　　　　　○ ○ ○ ○
G ○　　　　　○ ○
9 ○
X ○ ○
k ○
R ○
d ○　○
正 ○
仔 ○　　　○
m ○
（O）　出現頻度の低いもの
　（o）はそれぞれ一例しか現れない。しかもiaはiaとUaはUaとい交替するので除外すると，
この表から次のようなことがわかる。
　　1．渡り音iは歯茎硬口蓋音，硬口蓋音の直後にしか現れない。（niuは例外）
　　2．渡り音Uは歯茎硬口蓋音，硬q蓋音の直後にしか現れない。（dUAは倒外）
　　3．渡り音uは歯茎硬口蓋音，硬口蓋音以外の子音の直後に現れる。（dz，uaは｛列外）
この表からはわからないが，さらに
　　4．歯茎硬口蓋音の直後には，普通iまたはUという渡り音が存在する。
　上の表にさらに三e，ie，　u◎を付け加えて音節副音，音節主音の観点から表を作ると次のようにな
る。Oは上の表にあるもの，◎はie，　ie，　u◎を表す。
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　　　　　　　　　　　a　A　o　e　e　u
　　　　　　　　　童　○○○◎◎O
　　　　　　　　u　OOOOO
　　　　　　　　　u　OO◎　O
　Uu，　ueのような二璽母音は存在しない。　uuは長母音と実際には区別がつかないであろうから二
重母音としては存在しない。
　　3．1．1．uo，　uoo及びle，　ie
　上の表からは除かれているUO，　UOO及びie，　ieについては，次のような特徴がある。
　u◎，uooは歯茎硬口蓋音dz’，　ts’，　s’，反り舌音dZ，　tS，　S，硬口蓋音y以外のあらゆる子音の後
で起こる。m，　b，　ts，　dzの後に現れないのはacc圭denta至gapか。
r
n
I
d
g
G
仔
s
X
D
＾
£
、
K
toruoo－m－dz，呈0491
nuoxue　558
dol脹o難8
ζ至猛o呈o臓2288
reguo－g犠2369
之uorGuo－1a　606
飾or　1815
suo（董aG－wa　1338
xuo1Ga　92
puosGuo－wa　79
之uorg毬◎606
簸ukuor　20
tur◎印
noboi
doloon
doloo猛
ωrgu－
torghu
foor
sojog
hu玉gha－
posgho－
t◎rghu
nokor
生まれる（末来）
犬
七
七
担ぐ（形動詞未来）
絹（造格）
巣
飾り房
盗む
建てる（過去形）
絹
友人
　DMFにはRtSuoG「毛織物」のtSに先行されるuoがあるが，　GRではntSoG　1340という形
で現れる。GRとDMFとを比べるとuoが現れる環境は圧倒的にGRのほうが多い。　DMFで単
純母音として表記されている語がGRでu◎，　uooのような二重母音になっている語が多数存在す
る。「毛織物」はこの逆になっている珍しい弼である5）。
　ieに先行する子音は1，　r，　m，　n，　b，　d，　dz’，　s’，　t，　ts’であるが，これはueに先行する子音のク
ラス（G，x）（3．　L3を参照）と相補分布する6）。
　i皇
1
r
m
n
b
k難圭e－dz，呈一a　26
ndErie　226，232
mienggu－nE　256
n圭e566
bies’－dz’i－a　187
k圭le．
ndiree
mengu
ne
bees圭一
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言う（終止形過去）
ここに
銀
この
喜ぶ（終止形過去）
d
dz，
S，
t
亡S，
3．1．2．
音も限られている。
　　　　　　　　　　　　Geser　R6dzia－wu（土族語の一下位方言）の雪語
　　d圭el　498　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dee玉　　　　　　　　　　　　　月浸
　kueidz’ie・・m　2233　　　　　　kuija一　　　　　足りる（終止形未来）
　s’ierdz’i　s’iergAn　sang　535　　　　　　　　　　（人名）
　tieG－nE　50　　　　　　　　　　　　【t三aG】　　　　　　　棒
　lamants，ien　501　　　　　　　　　　　　1amanqan　　　　　　ヵ・わし・し・
上昇二重母音のうち，音節主音が長いものは次のようなタイプしかない。先行する子
　　　　　また多くは音節主音が短い母音との交替形を有する。
表4　i／uVVの例
aa 00 ee
・ ●
1 三aa 三〇〇
u UOO uee
u UOO
dz’iaa
dz’童oo
Guoo
lUOO
xuee
dz，U◎o
　3．1．3．
i／uVの例
ua
　dz’ua
　鍮ユa
　ffua
　mua
　s’dz’レaa難◎1493　　　　　　　　　　　xji－
　dz’iaa－la　1748
　s’dz’ioodzE　673　　　　　　　　　xjo◎si
　（s，dz，iodzE　1827）
　dz’ioo－dz’i－a　1792　　　　　　　　　　　【dz’ioo－］
　dz’圭oo－dz圭一a　1827　　　　　　　　　　　【dz’圭oo－］
　dz’iooro4ne　1934　　　　　　　　　　　　　jooro，　juure
　（dz’iUroo－ni　1945　dz’U◎ro－n量1955）
　Guoor　1391　（Guor　l　401）　　　　　　gho◎r
　xooluoo－ya　1193　　　　　　　　　　　huloo－
　xueeni　1814
　dz’Uoo　1629　　　　　　　　【dz’i◎◎一】
　（dz’Uo－wa　l658）
上昇二重母音
dz，ua簸glu－onuo　51
飾ar－da－gua　782
ffualan　1005
鷺£sa斑ua　2310
（ntsa醗2317）
zh◎ngla－
faar
fulaan
ncam
行く（分離副動詞）
？
樹木
被る（終止形過去）
ある（終止形過去）
間
つなぐ（志向形）
？
被る
刺さっている（分離副動詞）
方法も（否定）
赤い
坐禅
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　ffuar－da－gua　7821＝eUt　ffare－gua　767，　far－da－gt！a　476という自由交替形が存在するので，　fのため
にaがb；eakingを起こしたものであろう。ffualan　1005にもffulaan　l　510という自由交替形が存
在するので，uが第二音節のaaの影響でbreakingを起こしたものであろう。　uaという二重母音
が二普通に現れるのは次のように軟目蓋音，口蓋垂音の直後である。
kua
Gua
gua
xua
kuar－dzA無578
雄9（｝uas－ne－ne　616
tuGu－a　2260
亘gGua－1a　531
Sgua　67
rEgu－a　136
ugua　139
xuawu　639
xuarSdza　84
Sexua無a／engge　31王
kori一
ωghuasi
tughu－
nghua－
［Suguol
（u）rgu－
gua
huaWU
凍る（形動詞過去）
毛
鞍をつける（分離副動調）
洗う（饅的）
イトスギ
背負う　（分離副動詞）
ない
武術
（武術）
正直に
　uA
　　ffuA　　　　ffuAn　546（fAne　549）　　　　　fa／◎n　　　　　　　年
　　GuA　　　GuAsang　28　　　　　　　　　ghoisang　　　　チベット
　　yuA　　　　yuAnts，aan－dB難rE　73　　　　　（遠輔）　　　　　　周りに
　　　　　　　（yAnts，Uan－dE　33）
　　duA　　　duAnd◎G－ne　123　　　　　　dond◎g　　　　仕事
　nの前でaの代わりにAが現れるという傾向がある。GuAsa難g　28以外はこの傾向で説明でき
る。Aとの交替形を梅する語がある。
　諏（Uaと交替する一例しかない。）
　　ts，aa　　　yuAnts’“an－dEErE　72　　　　　（遠韓）　　　　　　周りに
　Ua
　　s，Ua　　　s’UaR　878　　　　　　　　　　　　　　　　　　急いで
　　ts’Ua　　yAnts’Uan－dE　33　　　　　　（遠韓）　　　　　周りに
　UA（dUA～dz’ieという交替をする一例しかない。）
　　dUA　　　kueidUA－m　2230　　　　　　kuija一　　　　　足りる（終止形未来）
　　　　　　　（kueidz’ie＿m　2233）
　韮o
　　dz’io　　s’dz’iodze－ngge　282　　　　xj◎osi　　　　樹本（単数）tttt
　　　　　　　toro－m－dz’io　491　　　　　　　　turo一　　　　　　　生まれる　（未来）
　ia
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Geser　Redzia－wu（土族語の一下位方言）の言語
　dz，iz　　　　　n（lz，iala－dz，i　59
　s’ia　　　　s’iats’i　s’iergAne　657
　ts，ia　　　　　ts’ia　224
　　　　　　　　　ts，iaGla．　IGa－dz，i　30
ia（iaと交替する一例しかない。）
　dz，ia　　　　　dies，dz，i－anoo　67
iA
iu
dz’iA
ts，童A
s，量A
dz’iu
，陰
SIU
鍛1u
ue
　xue
Ga（セ’iAr－ne　30
ts，iAwnie　1321
s’iats’童s，圭ArgA韮960
（s，三ats，i　s，iergA難e　657）
dz，玉ude－ngge　249
（dz’udBlie－dz’量wa　337）
diedz，iuG　728
s，玉u圭ong　186
niudur　88
n呈ulaS－dz’i－a　959
（『土漢対照詞彙』ではoiに対応する）
Gug
Ue
　dz，Ue
　S，Ue
韮◎xue　133
xuenuo－n】巳540
xuets，量a　45
xue－wa　40
tolGue一無gge　182
xGue　90
s’dz’Ue．IGa－no　154
Ue（iと交替する一例しかない。）
UO
　dz，UO
　yUo
s，UerGuol　791
（s，呈rGuol　787）
dz，Uo－wa　705
yUo｛ぞdz，ie鳳e　677
（yUowdz’至enE　714）
njala一　　　　　巡礼する（結合副動詞）
　　　　　　　　　　　　（人名）
qaa　　　　　　お茶
qagla一　　　　　作らせる（結舎副動詞）
deesi一　　　　　広げる（分離副動詞）
ghajar
juudin
deeqigu
niudur／nedur
nohoi
hoino
hoiqaa
hui，　hughoi
t◎lghoi
hu／oi
shdaa一
job／d
【」◎gdpm）1】
地
？
（人名）
夢
上
下の谷
今日
命を奪う （終止形過玄）
犬
後ろ
経典
夢拝常に　（コブラ）
頭（単数）
悪い
沸かす（分離副動詞）
占い
本当だ（コブラ）
鐙（アブミ）
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3．2．
　OU
o旦
au
ei
下降二重母音
　　　d◎u540　　　　　　　　　　　　　　　　　　do
　　　（duo　665　d◎　752）
　　　b◎u－dza－da　740　　　　　　　　　　　　　bau－
　　　（boo－dz’i　2421　bu－（㎏’iwa　336　bu－dz，量7）
　　　d◎uda－dzA　547　　　　　　　　　dauda－
　　　（dooda－（圭z’i　1693）
　　　houLdz，i　621　　　　　　　　　　　　　　　funi＿
　　　（h◎◎n－a鳳0　1633fuoni－dzaa　l　67◎）
　　　nou－dz’量一a　962　　　　　　　　　　　　　　　nau＿
　　　（noo－dz’i－a　193）
　　　wouli－264　　　　　　　　　　　　　ba／oli－一
　　　（wool－ano　1434　wol－guna－dz，i　2363）
　　　t◎udz，i　IO32　　　　　　　　　　　　　　　（箸箒）
　　　wouldE　1251　　　　　　　　　　　uldi
　　　bou4120
　　　au－dz，三1091
　　　keidz’ie－dz，i－a　2427　　　　　　　　　　kuija－
　　　gei－dza　1797　　　　　　　　　　　　　　　　　gui
今
降りる（仮定形，も）
呼ぶ（仮定形）
乗る（結合副動謁）
見る　（終止形過去）
になる
箒
刀
汲む（命令形）
？
足りる（終止形過去）
無い（仮定形）
　ouは「籍」，「刀」以外はすべて他の母音と交替する。おそらく独立の音素として認める必要は
ないのではなかろうか。◎u，auも一例しか見あたらないのでouと同様，独立の音素として認め
る根拠は乏しい。eiは3．3に述べるように9重母音ueiの縮約したものである。
　3．3．　　三重母音（ue三，　圭U◎）
　三重母音及びその交替形の現れ方を詳しく見ると，次のようになっている。まずueiに関する三
璽母音およびその交替形は次のようになっている。
　　　　　　　「足りるjkuija－　　　　　　「生糸」　　　　「ない」gui　　　「損失」kui
　　uei　　　　　kueidz，ie－dz’ia　2428，　2448　　　　gueidaG－ua　1339　　　guei－dza　1594　　　　　kuei　1449
　　　　ei　　　　　k　eidz，ie－dz’ia　2427　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g　ei－dza　1597
　　uee　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gueedaG圭386
　　ue　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gue　daG　1411
　　u　　　　　　　ku　dz，ie－dz，ia　2447
　これらの語の第一音節はuiという二重母音を持っていて，　breakingの結果ueiとなり，さらに
何らかの過程を経て各種の母音が現れたものと考えられる。これらの過程を園示すると次のように
なるであろう7｝。
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　　u圭　　一（breaking）→　　　uei　　　－　（岡イヒ）　－　　uee　　　－　（短母音イヒ）　→　　ue
　　　　　　　　　　　　L－（渡暗の脱落）→，i
　次にiUoという三重母音およびその交替形は次のようになっている。
　　　　　　「本妾だ」job／d　　r本当だj　ltaGs’dz’ioor】
　　iUo　　　dz，iUo－wa　l　561　　　　　taGdz，iUod　1894
　　U◎　　　dz’Uo－wa　l580
　　i　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　taGdz’i　od－i　l　568
これらの語はおそらくioという二重母音を持っていて，　breakingの結果iUoとなり，さらに渡り
音の脱落によってUoが現れたものと考えられる。すなわち，
　　io　　－（breaking）→　　　iu◎
　　　　　　　　　　　　L（渡暗の脱落）→u。
　三重母音はこの二種類しかなく，それが二璽母音に還元できるものと思われるので，結局三重母
音は音素としては存在しないことになる。
　以上のものとは少し違ったreguei－ya　2377，2385「背負う（志向形）」に現れる三重母音ueiがあ
る。この三重母音を理解するためには，志向形が付いたときの動詞の形がどうなるかということを
見なけれぽならない。「背負う」，「になる」，「喜ぶ」の三つについて，動詞の変化形の一部を表に
すると次のようになる。この表から志向形一yaの前に何らかの前舌母音が存在することが，明ら
かに読み取れる。したがって「背負う」はregu一という語幹を持っていて，語幹末母音があるとき
はuoになり，あるときは志向形の前に添加されたiのためにuiになり，それがさらに戚とな
ったものと考えられる。
　　　　　　　「背負う」　（u）rgu一
形動詞未来　　regu◎－gu　2369
　　　　　　　regu　　　＿gu　2365
結合副動詞
終止形過去
分離副動詞
志向形
rEgu　　－a　136
reguei　－ya　2377，　2385
「になるjba／oli一
wol　　－dz，i－a　21
wool　－ano圭434
w◎1e　－yal8
wo1e　－ya　19
「喜ぶjbeesi－
bies　　－gun－a　813
bies，　＿dz，i　829
biese　－ya　865
4。分布が限られている単純母音
　4．1．　A
Aは出現頻度は高いが，現れる環境にかなりの特徴がある。まず轟音の直前に現れることが多
い。次にyの直後に現れることが多い。これはdz’，　ts，，　s’の薩後に現れるIAとホ質的に同じ現
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象といえる。そのほかに音声的な条件では規定しにくい環境に現れるAがある。さらに通時的に
はayi，　aiに遡ることのできる母音がAとして現れる例が多数見られる。もっともこの最後のも
のはeとして現れることもある。ayi，　ai以外にもある種の二重母音に遡りうるAもある。
　轟音の直前に現れるA
　　soo－dzAn　972，1019　　　　　　　　sau一　　　　　　座る（形動詞過去）
　　（soo－dzan　978，1011　so－dzan　967）
　　fAnE　549　　　　　　　　　　　　　　　fa／on　　　　　　年
　　kA－nggE　88　kAn　1567　　　　　　　ken　　　　　　誰（単数）
　　（ken－i　1627　ken－a　2334）
kA職ggergE－nE　771
mA職da－dz’i－a　876
mienxA、簸2235！nienxA－n1279
pa1A－n　1327
rAngka　1542
sAmba覗a　1341
s磁An　599（sEman　526）
kengerge
ma且松一
me曲e難
paala－
ranka
samb我
sma無
太鼓
掘る（終th形過去）
千
はう　（非分離副動詞）
普通の
種類
薬
　轟音の蔚には各種の母音が現れる。例えぽnの前にはkuidien　235「冷たい」，　bien－dE　339「体
（与位格）」，xaldan　51「金」，　arEn　l　52「清いj，　tawen　28「五」のように，各種の母音が現れうる。
したがって，Aを一義的にどれかの母音の異音と考えることは妥当ではない。
yの直後に現れるA
yA　923
yAR　IO10（yang　446）
yAr－d圭1581
yAre　593，620
yArin　667，　yAri　706
yAsE　875　yAse　889　yAse－nE　1362
yAse－ni　1623
yang
yer
ya「
yer隻n
y／wesi，臓S呈
yasi
猪
また
角（共岡格）
夏
九十
草
骨
　その他（音声的な条件では規定しにくいが，少なくとも直前か直後に舌先を使って発音する子音
（歯音，歯茎硬臼蓋音，反り舌音，硬口蓋音）が存在する。）
Along一無B　674
dZAG－kong　672
GursAr　846（〈ser－po）
GurGAr　847（＜dkar－po）
玉A800，815，1436
39
地方
岩のくぼみ
黄色のテンF
白色のテント
命
　　　　　　　　　　　　　　Geser　Redzia－wu（土族語の一下位方言）の雷語
　　mAlong　1896　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鏡
　　sAr　2317，2358，2361　　　　　　　　sar　　　　　　　　時
　　（sar　1543　seer－ge　1846）
　　tSArgAn　137　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人名）
　　yentA　271　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　墨
　ayi，　aiに遡れるA
　　naGA　2345，　nAGA　2349　　　　　　　naghai　　　　　　おじ．いさん
　　nAman－dE　631，634　　　　　　　　na／iiman　　　　八（与位格）
　　sadz’igA　I　847　　　　　　　　　　　　　saji／aghai　　　　かささぎ
　　（sadz，iGa　1849，　1851）
　　xAla－gu　632　　　　　　　　　　　　haila一　　　　　鳴く（形動詞未来）
　二重母音に遡れるA
　　fA　l　954，1958　　　　　　　　　　　　fu／韮　　　　　　　森
　　GuAsang　28，34，74，113，122　　　gh◎isang　　　　チベット
　　（Guesang　1411）
　4．2．　e
　eは出現頻度は高くない。多くはayi，　aiに遡りうるものである。　Aとの交替を有する語もある。
　　dendenie　208　　　　　　　　　　　dendiree一　　　　鼠まいがする
　　neman　2192　　　　　　　　　　　na／iiman　　　　八
　　sexan　268　　　　　　　　　　　　saihan　　　　　美しい
　　Sedze　1244（s’iedzE－ni　1792）　　　　　　　　xeesi　　　　　　　　　　尿
　　xenaG　559　　　　　　　　　　　　　　hainag　　　　　　ハイナク
　　xerAng－ge　2430　　　　　　　　　　hairan　　　　　懲愛い（単数）
これらの例から判断して，eは本来2モーラであるものと思われる。
　4．3．　U
　Uは普通は歯茎硬口蓋音およびB蓋音の直後に現れる。すなわちUを渡りとする上昇二重母音
の音節主音がUである場合と解釈できる。ごくまれに以上の環境以外の環境にも現れる。
　歯茎硬口蓋音および口蓋音の直後
　S，
　　s’Ulkane　579　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冬
　dz’
　　dz，Ur　671，　710　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（r／u）juur　　　　　　　先
　　dz，Uroo－ni　1945　　　　　　　　　　　　joor◎／juure　　　間
　　（dz，Uor◎－ni　1955）
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　　ffs’dz’Un－de　199　　　　　　　　　xjun　　　　　娘（与位格）
　　（ffs，dz，un　195）
　　ndas，dz’U－gun－a　207　　　　　　　　ndasi一　　　　　喉が渇く（形動詞未来）
　y
　　yUr－nE　229　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地方
　　（yur－de－ni　2301）
　その他（他の母音との交替形を有するものが多い。）
　　soonU－nE　l43　　　　　　　　　　soni　　　　　　夜
　　tUmurE　l　357　　　　　　　　　　　　　timur　　　　　　鉄
　　（timur　2221，2222）
　　xuodzUn　673　　　　　　　　　　　　　hoos／zin　　　　　空の
　　（xuodzEn　669）
　歯茎硬口蓋音の直後に装が現れないわけではないが，dz，uudElie－dz’iwa　337「夢を見た」の
dz’uuはdz’iuude－ngge　249「夢（単数）」のdz’iuuの縮約であるし，　ffs’dz’un　195「娘1のdz’u
はffs’dz’Un－de　l　99「娘（与位格）」のdz’Uの交替形である。歯茎硬資蓋音および硬口蓋音の直後
には圭，Uが現れ，　Uは歯茎硬臼蓋音および硬口蓋音以外の子音の直後に現れるのが普通である。
したがってUは／Uノの条件異音であるといえる。
　4．4．　u
　uは，r降りる」，「行く」及び人名，山名等のごく限られた語にしか現れない。すべて他の母音
との交替形を有する。交替形の現れ方は次のようである。
　　　　U　　　　　　　　　　　　　　OU　　　　　　　　　　　　　OO　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　U
　　「降りるjbau－
　　bu－dz’i　7，　162　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　boo－dz’圭2421
　　bu－dz，inE　288
　　bu－dz’iwa　333　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bu－dz’iwa　336，459
　　b鷲一wa　1205
　　　　　　　　　　　bou－dza－da　740
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bu－dza　471
　　「行く」yaレ
　　yu－wa　497
　　yu－（lz，i　1303
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y◎o－28，　478　　　　　　yo－1643
　　　　固有名調
　　wumbu－de－na　964（人名）　　　　　　　wuomboo－ni　991
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　　ntumbu　1121（山の名前）　　　　　　　nt◎omboo　47
　　gugdA難ba　48（人名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gugdAnba　56
　最後の例を除いてuの交替形として全て◎0を持っているので，この母音は本来は長母音であ
ろう。
5．おわりに
　GRでも土族語の他の方言と同様に語頭子音連続は豊富に存在するが，　rを第一子音とする子音
連続はきわめて少ないという特徴が毘られる。語中子音連続の第一子音に起こりうる子音は，語末
に起こりうる子音と基本的には一致する。
　GRは「自由交替」に述べたように，非常に多くの交替形が存在する。しかしその一部は出現す
る環境にある程度の傾向が見られる。この傾向を吟味することによって次のようなことがいえる。
まず歯茎硬臼蓋音，ue　m蓋音の直後には，渡り音としてiもしくe＃　uが介入する。三重母轡は二
重母音に還元できる。Aはとくに舞音の前では，各種の非円唇母音が中和したものと考えること
ができるかもしれない。しかし二璽母音に遡りうるAについてはこの限りではない。これらのA
はeと嗣一の音素にまとめるべきものかもしれない。ie，　ieとueとは欄補分布するが，前者は圭
～ 2モーラであるのに薄して，後者は常に2モーラであるため，同一の音素の異音とは認められな
い。Uは／U／の異音である。　OU，　Uはおそらく／0◎／の異音であろう。OUも「箒」，「刀」以外は
／oo／の異音であろう。
注
1）表記を簡略化するために，a，　i，6，　R，6のように！hacronの付いたものをaa，　ii，　oo，　uu，　eeのように母
　音を重ね，a，6，　tiのようにUmlautのついたものを大文字のA，　H、　Uで表し，子音は蝋ng），　S（s’），§（S），
　t≦（ts’），　t灘S），　d乏（dz’），　d乏（dZ），　d2（dZ），奮（G）のように括弧の中の表記で代用する。
　　数字は現れる行数を表すが，初出の行とはかぎらない。数字が二つ並んでいるのはこ働弄に現れると
　いう意味であるが，二個所にしか現れないという意味ではない。訳語は仮のものであって必ずしもその
　文脈に即した意味になっているとはかぎらない。
　　－Be，－nEは属格はたは対格を表すがいちいち示さなかった。『土漢鰐照詞彙』の表記を参考として掲げ
　る。窪土漢対照詞彙』に該当する語が記載されていない場合は，DMFの裏記を［］，『土族語詞彙』の
　表記を【　】に入れて掲げる。DMFの簡略表記については角道（1987）ヂ土族語の下位方言」を参照。
2）斎藤（1983：13）によるとMostaert　et　de　Sraedt　（1929－30）の資料では語頭子音連続の第一子音に環れる轟
　音は，後続の子音による相補分布を成さない。t，　k，　g，　G，　dz，　S，1の直前にnもR9も現れ，　dの直前
　に月aもnも現れる。
3）モソゴル文語で音節末に現れうる子音は，1，r，　m，　n，　ng，　b，　d，　g，7，　sであり，音飾末に現れ得ない子
　音は，t，　k，　q，∫，乙である。
4）語末のnが保存されるのは互助方雪の特微のようである。「百」がR9で現れるという点も互助方言に共
　通である。民和方言ではnが保存されていなくてngになっている語もある。なお，照那漸圏，李克郁
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　　（1982：476－7）　を参，照、。
5）互助方言の飽の資料におけるuo分布については角道（1987）「土族語の下位方言」第7節　二重母音化
　　を参，照。
6）VM　I，　VM　Hにはe，　ueは現れるが，　leは一例しか現れない。
7）uiという二重母音を音素として認めると，これが唯一の下降二重母音であることになり，体系性の面か
　　らは問題が生じる。音素体系については，稿を改めて検討したい。
参　考　文　献
喰期巴特爾等篇（1985）　霧土族語詞彙2内藪古人民出版社
照那漸圏（1981）　il　t族語簡志』民族出版社
照那漸圃，李克郁（｝982）　「土族語民和方言概説」《昆族議文》編輯部編『民族語文研究文藥』青海罠族出版
　　　縫　　458－487
席元麟（1986）「土族謡音位系統」中国民族語言語会編『中圏民族語言論文藥』395－405
互助土族自治県民族藷文辮（1982）　『土漢対照詞奨2互助土族窃治県
服部酉郎（1859）　「蒙古祖語の母音の長さ」『雪語研究』第36号　40－54
角道正佳（1987）「土族語の下位方雷」il大阪外魍語大学學報』第75－1・2号　49－63
角道正佳（1988）　「Geser　Redzia－wu（土族語の一’下位方言）の言語一自由交替一」『大阪外国語大学學報』第76
　　　－1　・2号　　25－50
斎藤純男（1983）Fモングォル語の音韻体系」『言語・文化研究』創刊号　東京外国語大学大学院外圏語研究
　　科　言語・文化研究研究会　9－17
Kattori　Shir6（圭972）‘夏篇itia至PIosives　of　Proto－MoRgolian　a薮d　Their　La£er　Developments－With　Two　Addi－
　　ti◎nal　Remarks－，’『言語の科学』第3号　117・－136
Mos£aert，　A．　et　A．　de　Smedt（192｛｝30）　‘Le　diale伽Monguor　parle　par正es　mongoles　du　Kansou　occidental，　Ie
　　part量e，　Phonetique，㌧4　nthropos　XXIV，145－165，801－815，　XXV，657－669，961－973．
R6na－tas，　A、（1960）　‘Remarks　o臓the　Pho簸010gy　of£he　MoRgu◎r　Language，’／icta　Orienta〃a　3cientantm
H諺ngaricae　X／3，263－290．
R6照一t＆s，　A．（圭962）　‘On　Some　Finals　of　the　Monguor　Language，’．4cta　Orienごalia　Scieiztart〃n　Nungaricae　XIV，
　　　283－290．
R6餓一臓s，　A，（1966）TめeレMo障go鐸cα，　The　Tibetan　Loαn3vords（＞f　Monguor　and　the　Development　qプthe　Aアc顯c
　　　Tibetan・D’alects，　MoutOR＆Co．，　The　Hague．
Schr6der，1）ominik（1959）激3∂’ie　Yoiksdichtun8　der　Mongtioら1．Te呈1，0tto　Karrassowitz，　Wiesbaden．（VM　l）
Schr6der，　Dominlk（1964）‘Der　Dla三ekt　der　Monguor，，　Hηndbuch｛勿r　Or’e’惚1醜1ん，　Bd．5，　Absch。2，
　　ルfongolist’k，　Leiden／K61n，　E．3．　Brill，143一玉58．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
Schr6deぎ，　Dominik（1970）Aus　die　Volksd’chtung　der　M∂nguor，2．　Te9，0tto撫∬asso瞭z，　W三esbaden．（VM
　　玉夏）
Schr6der，　Do瓢1鷺瓶（1980）　6eser　redgia－wu，　Pomi撤k　Schr6deぞs蹴achgelossene　MoRguor（T秘jeの一Version　des
　　Geser　Epos　a昼s　Amdo，　Otto　H膿assowitz，　Wiesbaden．（GR）
ae　S魚e（気，八．戟A．　M◎sta¢践（i　
933＞Le　dialecte　M侃guor　pari6　Pαr　！es－　rnongoies　du　KanSOtt　occidental，瀞P｛xy一
　　亡ie，韮）量ctionaire　Monguor－Fran¢ais，　Imprimer量e　de至，iniversit6　Catholi（蓋ue，　Pe韮一p，漁g．（DMF）
de　Smedt，　A。　et　A．　M◎staeft（1964）Le　dia’ecte　M窃iguor　pαrie’　par　｛es’mongo｛es　du　Kansou　occidenta’，　Ile　partie，
　　Gram月naire，　Mo凱o陰＆Co．，　The　Hague．
43
ToμaeBa　B．X．（1960）
TonaeBa　B．X．（ig73）
　　　MOCUBa、
　　　　　　　　Geser　Rおzia－wu（土族語の一下位方言）の言語
MOHrONbcmati　neblXU　II　RvaalleKTbl　XUTafl，　MOCKBa．
MoHropcKHPt　fi3blK，　II3AaTeHbcTBo《HayKa》rJlaBuafi　peμaK取猛涯BocToEHbl　AHTepaTyPa，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1988年11月22霞　、
44
